
企 業 立 地 の 推 進

○高速道路整備と工業立地の関係

・新しく開通した高速道路沿道を中心に
工場の新規立地が進んでいる

○和歌山県における企業立地状況

・上富田町では高速道路の延伸に伴い、進出企業数が増加。

企業立地や産業活動の活性化など、地方の将来のチャンスを確保するためには、

高速道路ネットワークの整備が不可欠

高速道路空白地

人口減少率の

ワースト4県（H12-17）

１位 秋田県
２位 和歌山県
３位 青森県
４位 島根県

県税減少率の

ワースト4県（H12-17）

１位 高知県
２位 島根県
３位 和歌山県
４位 鳥取県

○高速道路の空白地

高速の南進に伴い企業が進出

上富田企業団地の進出企業数の変化

企業団地
整備

御坊IC

まで供用

みなべIC

まで供用

南紀田辺IC

まで供用

御坊ICまで
供用以降

5社が進出

出典：上富田町資料

高速道路の延伸と企業進出の実績

上富田町

和歌山市

和歌山県

奈良県

大阪府

近畿自動車道紀勢線

京奈和自動車道

南紀田辺ＩＣ

供用済み（暫定2車線含む）

事業中（新設区間）



広 域 観 光 の 実 現

・国際的な観光交流の促進には、海外との玄関口となる関西国際空
港、中部国際空港、南紀白浜空港との短時間で快適な移動を支える
高速道路ネットワークの充実が必要。

○和歌山県における観光客増加の実例

・紀勢線の延伸により、白浜温泉と串本では
夏期観光客が年々増加

○高速道路ネットワークによる広域観光ルートの形成

・世界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』をはじめとする歴史文化資
源、山地・海岸・温泉など豊かな自然資源を活かした広域観光ルー
トの形成が必要。

世界遺産や豊かな自然など県内各地の豊富な観光資源を最大限活用し、国内や海外との
観光交流の促進には、高速道路ネットワークによる広域観光ルートの形成が必要
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資料：和歌山県観光客動態調査報告書
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熊野三山地域外国人宿泊客数の推移
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世界遺産登録
Ｈ１６年７月

外国人宿泊客数が
２．４倍に増加！

・世界遺産登録後、熊野三山地域の
外国人宿泊客数が大幅に増加

紀伊半島一周高速道路によりミッシングリンクを解消

京都

奈良

伊勢

名古屋

大阪

橋杭岩

白良浜

那智の滝

熊野速玉大社

熊野本宮大社

高野山

熊野

古道



地 域 の 産 業 活 性 化

地方における農林水産業の競争力を強化し、地域産業全体を活性化させるには、大都市圏市場への

輸送時間の短縮による販路拡大が必要

○大都市圏から離れ、高速道路の整備が遅れた地方は、競争のスタートラインにすら立てていない

○地域産業の競争力強化には、大都市圏市場との時間距離の短縮が必要
○水揚げ日本一の生マグロなど紀南の新鮮な海産物をいち早く関西や中部、東京築地市場へ

高速道路の延伸により関西、
中部市場への輸送時間を短縮

朝水揚げされたマグロやカツオ
がその日のうちに食卓へ

大阪

京都

神戸

現状：勝浦漁港から4時間圏域

紀勢線整備後：勝浦漁港から4時間圏域
中 部 圏

勝浦漁港

すさみ漁港

近畿自動車道紀勢線

2：40

3：50
大阪へ

2：00

2：30

勝浦漁港のマグロ

すさみ漁港のケンケン鰹

資料：水産物流統計年報2005

勝浦漁港は

生マグロ水揚げ量日本一

※松原JCTまでの所要時間（黒字：現況、赤字：将来）

水揚量

43,559ｔ

30分

短縮

70分

短縮

勝浦
23%

銚子

14%

塩釜
13%

気仙沼
10%

その他

40%

勝浦
23%

2:45

2:05

2:35
65分

道路時刻表'07～'08及び設計速度より算出

3:50



南和歌山医療センター

■ 県内三次医療施設の60分圏域

和歌山県立医科大学
付属病院

日赤医療センター

高規格幹線道路の
整備により、60分圏域が拡大

高規格幹線道路の供用により高度医療施設への
搬送時間の短縮、搬送可能圏域が拡大

高規格幹線道路の延伸
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すさみIC（仮称）

那智勝浦町

太地町

串本町

み町

東牟婁郡

橋本IC
橋本市

命 の 格 差 解消

○高規格幹線道路が繋がると、60分搬送可能圏域が拡大

第三次救急医療施設
南和歌山医療センター

過去３年間平均の

国道４２号を利用した

年間救急搬送件数

約５００件
（白浜町・すさみ町）

○国道４２号の線形不良区間の解消により、
第三次救急医療施設へのスムーズな搬送・時間短縮が可能

地方では第三次医療施設が著しく不足している現状において、一分一秒を争う救命救急活動には、

高速道路ネトワークの整備による救急搬送時間の短縮が急務



災 害 か ら 国 民 を 守 る

○「東南海・南海地震」、風水害時の国道４２号の代替路、緊急輸送路として機能

南海地震
今後30年以内の
発生確率50～60％

東南海地震
今後30年以内の
発生確率60～70％

台風でも越波する国道４２号

～災害時のリダンダンシーの確保～

【現状】

●今後３０年以内に５０～７０％の確率で東南海・南海地震が発生
●通行止めになった場合の迂回路は山間部の道路であり大型車の通

行は不能。

●台風による紀南地方での越波通行止め回数は、過去5年間で21回、
123時間。

●国道４２号が浸水すると、支援物資の輸送等が困難。
【高速道路の果たす役割】〈代替路・避難路の形成、救急活動の支援〉

●津波被害などにより寸断される国道４２号の代替路となり、救急・救
援活動の支えとなる。
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津波浸水域となる海岸沿
いを避けた山側を通行。

国道４２号
近畿自動車道
紀勢線

浸水位

津波浸水域となる海岸沿
いを避けた山側を通行。

国道４２号
近畿自動車道
紀勢線

浸水位
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本
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国道４２号の津波冠水イメージ

近畿自動車道紀勢線

至

串
本

国道４２号

国道４２号の津波冠水イメージ

近畿自動車道紀勢線

東南海・南海地震による津波被害など、大規模災害に備えるためには、高速道路ネットワーク

の整備による緊急輸送機能の強化が喫緊の課題


